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 私が、初めて地震の被害調査に参加したのは1968年2月のえびの地震である。

大学院の修士課程2年の時で、初めて飛行機に乗れるという不埒な考えもあって

のことであった。それまで写真でしか地震被害を見たことがなかったが、実際に

現地で被害を見、さらに被害を受けた人々の生の声を聞いて始めて耐震研究を行

っていく意味を理解することができたと言っても過言ではない。以後十勝沖地震

はじめ数多くの地震被害調査を行い、自分の研究と被害との関連性などを検証し

てきた。その中でも、1986年のメキシコ地震における地震被害を目にしたとき

の衝撃は今でも鮮明に思い出すことができる。震源から400km近く離れたメキシ

コ市での被害、しかももろくも崩壊した多くの建物。それまでは世界で一番動的

耐震設計の進んでいると教わっていたところでの大被害であったからなおさら 

である。ほとんど無被害で聳え立つ超高層のラテンアメリカーナビルとの際立つ対比。この地震はわが国

にも数多く存在する盆地形状の堆積平野での地震被害の可能性を示唆した。1995年の兵庫県南部地震で生

じた帯状に拡がる震度７の地域は地盤の深部不整形に起因したとされ、まさにメキシコ地震のメキシコ市

の被害の原因と類似であった。また、その後の1997年の台湾地震、1999年のトルコ地震においては神戸

の地震と同様に断層直交方向の揺れの強さが指摘された。スマトラ沖地震では津波による大被害が注目を

集めたが、地震動によって多くの建物が崩壊し、多くの被害者を出したことも忘れてはならない。建築分

野における耐震工学を専門とするものとしては主に建物に関連する耐震技術に目が行くが、経済大国で耐

震設計技術が世界的に最も発達していると考えられているわが国においてすら、地震のたびに新たな問題

が出てきて、安心、安全な社会をつくることにはなっていないし、過去に問題となった点がそのたびに指

摘されている。このことは発展途上国においてはなおさらである。その理由の大きな原因は自然現象であ

る地震そのものが、発生メカニズムも含めて未解決な点が多いということである。どこで、いつ、どのよ

うな地震が発生するということが分かれば、それに対する備えは相当程度できることになるが、地震予測

は現在でもほとんど不可能に近い。確定的に判断できないなら、確率的に予測しようとする試みも行われ

ており、説得性はあるように見えるが、なかなか自然はそのように挙動してくれず、あまり予想されてい

ないところに地震が発生することが、中越地震、福岡県西方沖地震、能登半島地震等と続いている。世界

的に見てもスマトラ沖地震は殆ど予測されていなかった地震である。このように見てくると、地震発生に

関する研究は必要で、現在よりさらに重点的になされるべきであるが、それよりもさらに重要なのは地震

防災に関する研究と対策である。しかしながら、地震が起こるのは短く見ても数十年に一度であるし、長

ければ数百年以上になることもあり、人間のライフタイムからかけ離れているのも事実である。このなか

で緊張感を持って地震防災対策を指導し、おこなっていくのは専門家集団しかないであろう。相当長い目

で社会を見、見通していく必要がある。短期間の防災対策は所詮それまでで、長期的に見た場合には無用

の長物になる可能性もあることを考えあわせておく必要があろう。さらに地震災害だけでなく、あらゆる

自然災害による被害をもあわせて軽減するために、長くかつ地道に継続的な活動を行っていくのも防災の

専門家集団であるEWBの役目であり、社会から期待される任務と考えるべきである。 
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